
 大会第1日 10月26日(水) 9:30～12:30  一般口頭発表 

 A 会場   

降水システムⅠ 

 座長 ： 石津 尚喜（気象研） 

A101 楠 研一 (気象研) 2016年1月19日庄内平野で観測された下層渦の2重構造 
A102 小野村 史穂  (アルファ電子/気象研) 2015年12月4日庄内平野に突風被害をもたらした気象じょ

う乱 

A103 猪上 華子 (気象研) 庄内平野に突風をもたらした降水システム内の渦の高分解能観測 
A104 石津 尚喜 (気象研) 渦が庄内平野に上陸したときの総観場と降水形態の分類 
A105 足立 透 (気象研) 2015年8月6日茨城県桜川市に突風被害をもたらしたBow Echoに伴うダウンバー

スト 

A106 岩下 久人 (明星電気株式会社) 地上稠密気象観測による突風予測システムで用いる気温減率閾値

の検討 

A107 道本 光一郎 (ウェザー・サービス) フェーズドアレイ気象レーダー（ＰＡＷＲ）を利用した極端

気象現象（落雷，降雹等のシビアハザード）予測に関する研究（続報） 

A108 岩崎 博之 (群馬大教育) 暖候期の日本周辺における発雷効率の特徴 
A109 柏柳 太郎 (日本無線) 2015年9月4日に関東で発生した積乱雲のフェーズドアレイ気象レーダーに

よる観測 －東京23区に局地豪雨と竜巻をもたらした事例－ 

 

 座長 ： 横田 祥（気象研） 

A110 湯浅 惣一郎 (高知大院理) アウターレインバンド内で発生した特異なミニスーパーセル 
A111 末木 健太 (東大大気海洋研) 台風環境場で発生するスーパーセルのエントレインメントを調べる

理想化数値実験 

A112 横田 祥 (気象研) 超高解像度アンサンブル実験による竜巻と下層メソサイクロンの関係 
A113 加藤 輝之 (気象研) 大気成層の構造変化・上昇流に対する数値モデルの水平解像度の影響 
A114 荒木 健太郎 (気象研) 南岸低気圧に伴う関東甲信地方の降雪における沿岸前線の役割 
A115 岩﨑 慎介 (九大応力研) 夏季・瀬戸内海の海洋潮汐による霧の応答 



 大会第1日 10月26日(水) 9:30～12:30 スペシャル・セッション 

 B 会場   

衛星観測データの新しい解析手法による雲・降水過程の理解深化と数値モデル検証 

 座長 ： 鈴木 健太郎（東大大気海洋研） 

趣旨説明 (5分) 

B101 *濱田 篤 (東大大気海洋研) 衛星降水レーダ観測による降水プロセス研究への貢献 

B102 西 憲敬 (福岡大理) 雲データベースCTOPおよびGSMaPデータを用いた梅雨期東シナ海における

雲と降水の解析 
B103 広瀬 民志 (京大院理) ひまわり8号観測データを用いた機械学習による強い雨の強度推定 

B104 山内 晃 (長大院水産環境) CloudSat-CALIPSO併用データを用いて解明したユーラシア大陸広域に

わたる氷相割合の違いについて 

B105 Roh Woosub (東大大気海洋研) Evaluations of thermodynamic phases of clouds in NICAM  
  using Joint simulator and CALIPSO  

B106 端野 典平 (九大応力研) 晶癖予測モデルにより再現される北極混合相層雲の評価 

 

 座長 ： 端野 典平（九大応力研） 

B107 *清木 達也 (JAMSTEC) 巻雲の解像と気候影響の理解に向けて：高解像大気大循環モデルの取り

組み 

B108 江口 菜穂 (九大応力研) GOSAT TANSO-FTSスペクトルから導出された巻雲の特徴について 

B109 岩渕 弘信 (東北大院理) ひまわり8号の高頻度観測データを用いた氷雲のライフサイクルの解析 

B110 *永尾 隆 (JAXA/EORC) ひまわり８号雲特性プロダクトの開発および水雲微物理特性の時間発展

モニタリングの可能性検討 

B111 計盛 正博 (気象庁数値予報) マイクロ波輝度温度データを用いた気象庁全球数値予報モデルの評

価―大陸西岸沖の層積雲の日変化について― 

B112 神代 剛 (気象研) 衛星観測シミュレータCOSPによるCMIP5モデルAMIP実験の亜熱帯海洋下層雲

量と推定逆転強度の関係の検証 
B113 *道端 拓朗 (九大院総理工) 気候モデルにおけるエアロゾル-雲-降水相互作用プロセスの不確実性

の評価 
B114 岡本 創 (九大応力研) CloudSat-CALIPSOからEarthCAREへ: 雲物理特性プロダクト改訂 

 

*は招待講演 (各15分)，それ以外は一般講演 (各11分) 



 大会第1日 10月26日(水) 9:30～12:30 スペシャル・セッション 

 C 会場   

気象予測・観測技術の再生可能エネルギー分野への応用 

 座長 ： 宇野 史睦（産総研） 

C101 田中 幸也 (慶大理工) DTWに基づくクラスタリングを用いた日射量多地点予測システム 
C102 竹中 栄晶 (JAXA) 衛星観測に基づく日射量及び太陽光発電出力の現況把握技術と短時間予測技

術の開発 

C103 宇野 史睦 (産総研) マルチモデルアンサンブル予報を用いた日射量予測と予測大外しへの利用可

能性 

 

 座長 ： 嶋田 進（産総研） 

C104 加藤 央之 (日大・文理) 風力発電の急変動現象に関する風の予測（2）平均風速とランプの確立予

測 

C105 永松 慎平 (気象協会) 新島における再生可能エネルギー発電出力予測の検討 
C106 島田 照久 (弘前大院理工) 北日本沿岸海域の風力資源に対する地形性強風の寄与 
C107 大澤 輝夫 (神戸大院海事) NEDO洋上風況マップにおけるWRF計算精度の検証 
C108 嶋田 進 (産総研) デュアル鉛直ライダー観測による沿岸風の増速率に関する研究 

 

 座長 ： 宇田川 佑介（東大生産研） 

C109 中島 孝 (東海大) エネルギー・マネジメントにおける気象学と需要科学の協働 
C110 南波 和樹 (首都大システムデザイン) 日射量予測の変更に合わせた太陽光蓄電池の充放電制御法 

C111 益田 泰輔 (名城大) 日射予測の電力系統需給制御への適用 
C112 宇田川 佑介 (東大生産研) 日射量予測の改善が電力系統における需給運用に与える影響 
C113 野本 哲 (中部電力) 電力需給における日射強度予測の必要性と予測精度 

 

総合討論 (5～10分) 



 大会第1日 10月26日(水) 9:30～12:30 スペシャル・セッション 

 D 会場   

海大陸における大気・海洋・陸面マルチスケール相互作用研究―国際集中観測YMCに向けて― 
 

 座長 ： 竹見 哲也（京大防災研） 

趣旨説明 

D101 米山 邦夫 (JAMSTEC) Years of the Maritime Continent - 海大陸研究強化年 
D102 猪上 淳 (極地研) 極域予測年(YOPP)の準備状況 
D103 茂木 耕作 (JAMSTEC) Pre-YMC観測期間中のMJO通過によるスマトラ西岸沖バリアレイヤーの発

達 
D104 松岸 修平 (東大院理) Pre-YMC、MJO通過時におけるNICAMと観測の地表面潜熱フラックスの検

証 
D105 安永 数明 (富山大理) Warm Pool域における水蒸気変動特性に関する研究 
D106 那須野 智江 (JAMSTEC) 2015年11-12月の海大陸集中観測期間のMJO発達過程 
D107 耿 驃  (JAMSTEC/RCGC) スマトラ島沖で「みらい」偏波ドップラーレーダーにより観測された西

進擾乱の通過に伴う日周期降水活動への影響 

D108 鈴木 賢士 (山口大院) インドネシア・スマトラ島でのビデオゾンデとみらい偏波降雨レーダとの

同期観測 

D109 勝俣 昌己 (JAMSTEC) Pre-YMC集中観測期間における船舶搭載ライダーを用いた洋上水蒸気の高

解像度観測 

D110 横井 覚 (JAMSTEC) Pre-YMC観測データを用いた降水日変化メカニズムの検証 
D111 山中 大学 (JAMSTEC) 海大陸西岸における「重力波族」の出現状態 
D112 鈴木 順子 (JAMSTEC) Pre-YMC 期間中にコトタバンで観測された波動にともなう水蒸気・オゾン

変動 

D113 西本 絵梨子 (京大院理) 成層圏QBOが南半球夏季MJOにおよぼす影響について 



 大会第1日 10月26日(水) 13:30～17:00 一般口頭発表 

 A 会場   

降水システムⅡ 

 座長 ： 津口 裕茂（気象研） 

A151 山本 宗尚 (京大院理) チベット高原におけるGSMaP降雨判定手法の改良 
A152 伊藤 直 (京大生存研) 稠密GNSS受信ネットワークによる可降水量の時間・空間変動のリアルタイ

ム観測 

A153 清水 慎吾 (防災科研) 地上設置型マイクロ波放射計ネットワークを用いた可降水量の水平分布の

検証 

A154 中井 専人 (防災科研・雪氷) レーダー降水量推定への降雪種観測の即時利用の試み 
A155 二宮 洸三 (無所属) 1982年7月23-25日の九州（長崎）豪雨の降水系：再検討 
A156 加藤 輝之 (気象研) 2016年6月20-21日の長崎・熊本での大雨の発生要因について 
A157 津口 裕茂 (気象研) 「平成27年9月関東・東北豪雨」の発生要因について （その２）-  
 上空の環境場と豪雨発生との関係 - 

A158 佐野 哲也 (NICT) 夏季静穏時に甲府盆地で発達した対流性降水システムの出現に先立つ気象場の

事例解析 

A159 竹見 哲也 (京大防災研) 擬似温暖化実験による平成26年8月豪雨への気候変動影響の解析 
A160 廣川 康隆 (気象庁予報) 降水システム形成に寄与する渦位場の特徴 その2 
 

 座長 ： 馬場 雄也（JAMSTEC） 

A161 當房 豊 (極地研) CRAFTを用いた氷晶核の数濃度の計測：コロラド高原での事例 
A162 田尻 拓也 (気象研) 鉱物ダスト粒子氷晶核能の温度依存性（その２） 
A163 大瀧 莞司 (名大院環境) 東海地方における対流性降水域にみられた霰領域と上昇流統計値の関係 

A164 山下 晃 (大阪教育大) 空気模様を作る雪の結晶成長 
A165 齋藤 泉 (名工大院工) 積雲内における雲粒子の成長 
A166 三隅 良平 (防災科研) 東京スカイツリーで観測された下層雲の雲粒粒径の特徴 
A167 馬場 雄也 (JAMSTEC) TOGA-COARE実験から得られる統計的雲構造 
A168 村上 英世 (いい研) 新人工降雨システムの地球温暖化への効果 



 大会第1日 10月26日(水) 13:30～17:00 一般口頭発表 

 B 会場   

データ同化 

 座長 ： 本田 匠（理化学研究所計算科学研究機構） 

B151 山下 浩史 (気象庁数値予報) 気象衛星ひまわり8号から算出される大気追跡風の現業数値予報シ

ステムにおける利用開始 

B152 大塚 道子 (気象研) ひまわり８号高頻度大気追跡風のデータ同化実験―その２― 
B153 澤田 洋平 (理研計算科学) ひまわり8号を活かした局地的大雨の予測精度向上の試み 
B154 本田 匠 (理研計算科学) ひまわり 8 号輝度温度観測のデータ同化研究: 平成 27 年 9  
 月関東・東北豪雨事例 

B155 岡本 幸三 (気象研) ひまわり8号の曇天域赤外輝度温度同化（第２報）観測誤差等の同化パラメー

タの設定 

B156 上清 直隆 (気象研) ハイパー赤外サウンダの雲域全球同化と予報誤差感度に基づく観測データの

評価 

B157 岡崎 淳史 (理研計算科学) 次世代静止衛星搭載降水レーダデータの同化実験にむけて 
B158 川畑 拓矢 (気象研) 二重偏波レーダーデータを用いたデータ同化実験 

 

 座長 ： 小槻 峻司（理化学研究所計算科学研究機構） 

B159 Lien Guo-Yuan (理研計算科学) LETKF assimilation of dense radar data for short-range  
 fine-scale prediction of convective systems 

B160 大塚 成徳 (理研計算科学) フェーズドアレイ気象レーダを用いた三次元降水補外予測へのデータ

同化の適用 

B161 前島 康光 (理研計算科学) 高頻度地上観測データ同化の局地的豪雨予報へのインパクト 
B162   国井 勝 (気象研) 領域大気海洋結合モデルを用いたアンサンブルカルマンフィルタの構築（第3報） 

B163 石橋 俊之 (気象研) 観測誤差共分散構造の診断とその利用（2） 
B164 寺崎 康児 (理研計算科学) 観測誤差相関を考慮したデータ同化手法の開発 
B165 斉藤 和雄 (気象研) アンサンブルデータ同化のための摂動手法について（序報） 
B166 小槻 峻司 (理研計算科学) アンサンブルカルマンフィルタの適応型共分散緩和手法 
B167 近藤 圭一 (理研計算科学) 10240メンバーアンサンブルデータ同化による局所化の解析誤差への

影響 

B168 レ デュック (JAMSTEC) Development of a local Deterministic Ensemble Kalman Filter  
 and comparison with LETKF 



 大会第1日 10月26日(水) 13:30～17:00 一般口頭発表 

 C 会場   

大気境界層 

 座長 ： 高根 雄也（産総研） 

C151 高根 雄也 (産総研) 領域気候・建物エネルギー連成数値モデルによる都市気候と電力需要の再現 

C152 中山 浩成 (原子力機構) リサイクリング技術を用いたLES温度成層乱流生成手法に関する研究 
C153 伊藤 純至 (気象研) JMANHMによる肱川あらしの数値的再現 
C154 服部 康男 (電中研) 蔵王風下での山岳波に起因するメソ擾乱の中立大気接地層乱流への干渉に関

するLESによる洞察 

C155 新藤 永樹 (気象研) 2013年8月11日東京の最低気温30.4℃に対する都市モデルの再現性 
C156 山口 晃毅 (東北大流体研) 羽田空港における格納庫後流に発生する乱気流の非定常流体解析 
C157 高咲 良規 (立正大地球環境) 長野市におけるドップラーライダを用いた山風の観測 
C158 鈴木 真一 (防災科研) ドップラーライダー観測から解析された地表近くの風とラジオゾンデ観測

との比較 

C159 松尾 諒 (京大人環) 街と森における気温と水蒸気量の関係性について  ―2013年-2014年と2015
年-2016年における観測結果より― 

C160 堀口 光章 (京大防災研) 大気境界層の発達に伴う大規模乱流構造の出現状況の変化（都市近郊で

の観測より） 

C161 永尾 一平 (名大院環境) 名古屋港で観測された夏季海陸風のホドグラフの鉛直分布（その２） 

C162 名越 利幸 (岩手大教育) 岩手雫石盆地で発生する霧のドローンによる観測 
C163 北城 佑記 (同志社大院理工) 大阪における海風の長期変動とその要因 
C164 大塚 清敏 (大林組技研) 秋田県北部沿岸での海上風観測に見られる冬季における海上風の乱れに

ついて 



 大会第1日 10月26日(水) 13:30～17:00 一般口頭発表 

 D 会場   

大気放射 

 座長 ： 片桐 秀一郎（九州大学） 

D151 中山 智喜 (名大ISEE) 自動車排ガス起源の二次有機エアロゾルの光吸収特性の実験的研究 
D152 中川 真秀 (名大ISEE) 単一粒子の光散乱全角度分布計測装置の開発と性能評価- 
 エアロゾル粒子による放射影響推定の不確実性の低減のために- 

D153 関口 美保 (海洋大) 広帯域放射伝達モデルMstrnXの気体吸収テーブルの更新 
D154 藤川 雅大 (九大応力研) 多視野角・多重散乱偏光ライダーによる粒子タイプ識別及び偏光解消度

を用いた雲の相識別手法の開発 

D155 太田 晃平 (九大応力研) 衛星・地上型アクティブセンサによるニーオールスンの雲物理量の統計

解析 

D156 佐藤 可織 (九大応力研) 衛星搭載ライダを用いた新しい水雲プロダクト 
D157 片桐 秀一郎 (九大応力研) CALIOPデータを用いた雲マスクプロダクトの改訂 
D158 石元 裕史 (気象研) μ-CTデータから得られた積雪粒子の形状と粒子散乱特性の計算 

 

大気力学 

 座長 ： 杉本 憲彦（慶応義塾大学） 

D159 杉本 憲彦 (慶大日吉物理) 自発的重力波放射とその反作用 
D160 南原 優一 (東大院理) PANSYフルシステム観測に基づく昭和基地上空の対流圏・下部成層圏の重

力波解析 

D161 原田 やよい (気象研) JRA-55を用いた北半球冬季の惑星規模波動の伝播特性解析（第５報）～

2013/14年北半球冬季に見られた東西波数2の卓越に着目して～ 

D162 雨宮 新 (東大院理) PV-Θ位相平面を用いた圏界面付近の不可逆的物質混合の表現 
D163 相木 秀則 (名大宇地研) 時間的ローパスフィルタに基づく擾乱位置エネルギーの収支式 
D164 野田 彰 (気象研) 一般化された変換Euler平均(GTEM)の データ解析応用上の問題点とその解決策 

D165 田中 博 (筑波大計算科学) 大気の鉛直構造関数の数値解法に伴う問題について 
D166 北野 慈和 (北大院工) 開水路流れとの類似点に着眼したジェット気流のエネルギー解析 
D167 伊賀 啓太 (東大大気海洋研) 円筒容器内で回転する円盤上の軸対称流の側壁付近における加速 



 大会第2日 10月27日(木) 9:15～12:00 一般口頭発表 

 A 会場   

気候システムⅠ 

 座長 ： 小玉 知央（海洋研究開発機構） 

A201 中村 哲 (北大院地球環境) 海氷全面消滅（Blue Arctic Ocean実験）に対する冬期大気循環応答 

A202 小玉 知央 (JAMSTEC) 14kmメッシュNICAM気候実験データを用いた温帯低気圧の将来変化解析 
A203 杉 正人 (気象研) 将来温暖化時の確率台風強度マップの作成（２） 
A204 吉森 正和 (北大院地球環境) 中高緯度の温暖化が熱帯の降雨分布に与える影響 
A205 長谷川 聡 (土研ICHARM) 全球d4PDFにおける比較SPIを用いた将来の降水量の評価 
A206 Cruz Faye Abigail (気象研) Assessment of future changes in climate over Southeast Asia using 
 NHRCM 

 

 座長 ： 川瀬 宏明（気象研） 

A207 川瀬 宏明 (気象研) 地球温暖化が近年の日本の天候に及ぼす影響の定量的評価 
A208 今田 由紀子 (気象研) 高解像度MRI-AGCMアンサンブル実験を用いた日本域の10年規模の気温変

動に関する要因分析 

A209 高橋 千陽 (東大大気海洋研) 2015年8月上旬に持続した日本の猛暑に対する自然変動と人為起源

温暖化の寄与 

A210 筒井 純一 (電中研) 地球温暖化緩和策の長期目標における温室効果ガスの人為的な排出と吸収の

均衡について 

A211 谷田貝 亜紀代 (弘大気象) ヒマラヤ山岳域のlandslide災害への局地的降水影響の評価（序報） 
A212 藤部 文昭 (首都大都市環境) 東京23区における熱中症死亡率の分布とその変動:  
 2013年についての解析 

A213 釜堀 弘隆 (気象研) SEAWINDS海上風データによる熱帯低気圧の平均循環場 



 大会第2日 10月27日(木) 9:15～12:00 一般口頭発表 

 B 会場   

気象予報 

 座長 ： 高谷 祐平（気象研） 

B201 山田 和孝 (気象庁数値予報) 2016年3月に実施した気象庁全球モデル(GSM)物理過程等の改良につ

いて 

B202 榎本 剛 (京大防災研) 2013年台風第3号Yagiの予報実験 
B203 山上 晃央 (筑波大院生命環境) 2012年8月に発生した北極低気圧の予測可能性について  
 －最低中心気圧の予測－ 

B204 高谷 祐平 (気象研) マルチモデルアンサンブルによる季節予報 
B205 粟津 妙華 (理研 計算科学) 画像認識を用いた降水予測の検証 

 

気象教育 

 座長 ： 山本 哲（気象研） 

B206 松浦 麻子 (日本科学未来館) 気象及び地球温暖化をテーマとした実験教室の開発と実施・普及～

Miraikan Lab サテライト気象コース「天気が教えてくれる地球のこと」～ 

B207 関 隆則 (気象予報士会) 光音響効果を用いた温室効果実験装置 
B208 山本 哲 (気象研) 御雇英人ジョイナーによる東京での気象観測 
B209 實本 正樹 (気象予報士会) 2013年3月10日の温帯低気圧に伴う寒冷前線の解析 
B210 川井 睦夫 (気象予報士会) 既存デ－タを用いた海陸風の調査について 
B211 伊藤 忠 (気象予報士会) 局地解析から見た濃尾平野の積雪 2014年12月18日の事例と2016年1月

25日の事例比較 



 大会第2日 10月27日(木) 9:15～12:00 スペシャル・セッション 

 C 会場   

気候形成の統合的理解―気候科学における基礎研究の推進と地学・地理教育との連携― 

 座長 ： 植田 宏昭（筑波大生命環境） 

C201 中山 秀晃 (気象予報士会) 高校地理教育における気候分野の扱いと課題 
C202 宮坂 貴文 (東大先端研) 夏季北太平洋亜熱帯高気圧の形成力学 
C203 三瓶 岳昭 (会津大) 梅雨降水帯の形成と大規模循環場の力学 
C204 川崎 健太 (三重大院生物資源) オホーツク海の存在が及ぼす梅雨強化メカニズム 
C205 早崎 将光 (環境研) 低気圧活動の気候学 

C206 三寺 史夫 (北大低温研) 海洋循環の西岸強化とロスビー波 
C207 加藤 内藏進 (岡大・教育・理科) ドイツと日本の冬から春への季節進行と季節感（春を迎える行

事「ファスナハト」と「節分」に注目して（その2）） 

 

 座長 ： 野沢 徹（岡山大自然科学） 

C208 植田 宏昭 (筑波大・生命環境) チベット高気圧の形成と変動 
C209 高谷 康太郎 (京都産大) シベリア高気圧／冬季東アジアモンスーンの変動 
C210 西川 はつみ (北大低温研) 大気循環に影響する北太平洋移行領域周辺の流動構造 
C211 松本 淳 (首都大院都市環境、JAMSTEC/DCOP) モンスーン気候 
C212 増田 耕一 (JAMSTEC) 「ケッペンの気候区分」を引退させてそれに代わるものを考えよう 
C213 立花 義裕 (三重大院生物資源) オホーツク海高気圧再考と高校地学地理 

 



 大会第2日 10月27日(木) 9:15～12:00 スペシャル・セッション 

 D 会場   

あかつきが拓く惑星気象学 

 座長 ： 高木 征弘（京都産業大理） 

はじめに 

D201 佐藤 毅彦 (宇宙研) 金星周回軌道のあかつき科学機器と観測計画 
D202 佐藤 毅彦 (宇宙研) あかつき IR2 カメラによる金星大気科学 
D203 田口 真 (立教大) 金星雲頂高度に発見された巨大重力波 
D204 安藤 紘基 (京産大) 「あかつき」電波掩蔽観測の初期成果報告 
D205 高橋 幸弘 (大学院理学研究院) あかつきによる雷検出の現状 Latest status of lightning  
 detection by Akatsuki 

D206 小郷原 一智 (滋賀県大) 金星探査機「あかつき」Level 3プロダクトに見られる雲パターンの時間

変化 

D207 堀之内 武 (北大院地球環境) 金星探査機「あかつき」の紫外データを用いた雲追跡 
D208 山本 勝 (九大応力研) 放射コードを組み込んだ金星GCMでシミュレートされた気温および大循環

構造について 

D209 杉本 憲彦 (慶大日吉物理) AFESおよびLMD/GCMで再現された金星大気中の波の比較 
D210 樫村 博基 (JAMSTEC) 簡易金星版AFES高解像度計算におけるエネルギースペクトルの鉛直分布 
D211 三村 和男 (東海大学教養学部) 回転水槽実験におけるスーパー・ローテーション 
D212 山中 大学 (JAMSTEC) 地球の海はなぜ干上がらないのか: 「雨滴惑星」の考察 

総合討論 



 大会第3日 10月28日(金) 9:15～11:30 一般口頭発表 

 A 会場   

気候システムⅡ 

 座長 ： 川合 秀明（気象研） 

A301 Chen Ying-Wen (JAMSTEC) NICAMにおける上層雲の温暖化応答―シングル・ダブルモーメントバ

ルクスキーム間の相違― 

A302 河本 和明 (長大環境) CloudSat搭載レーダから得られた雲層内の降水発生状況の解析 
A303 川合 秀明 (気象研) 衛星から見た北極海の下層雲の特徴 
A304 行本 誠史 (気象研) 気象研究所地球システムモデルMRI-ESM2の気候再現性 
A305 竹村 俊彦 (九大応力研) 大気海洋結合モデルを用いたエアロゾルによる放射収支変化と気温変化

との関係性の検証 

 

 座長 ： 高橋 千陽（東京大学大気海洋研究所） 

A306 桑名 佑典 (岡山大教育理科) 東アジアとの比較気候学的視点でみたヨーロッパの春への進行と低

気圧活動（2000年の事例解析） 

A307 松本 健吾 (岡山大・院) 梅雨最盛期と盛夏期の東日本における大雨日の降水特性と総観場の気候

学的解析 

A308 槌田 知恭 (岡山大教育) 日本の盛夏期の降水特性と大気場に関する総観気候学的解析(2) 
A309 山口 拓朗 (岡山大教育) 1970年代以降の冬型気圧配置の特徴に関する解析（初冬と真冬との違い

を意識して） 

A310 高橋 千陽 (東大大気海洋研) 過去20年間の太平洋貿易風加速に対する硫酸性エアロゾルの役割 

A311 前田 修平 (気象研) ITCZの強い積雲対流活動がもたらした2014年暖候期の北太平洋の循環偏差 

A312 黒田 友二 (気象研) 北半球亜熱帯ジェットの月々変動とその影響 



 大会第3日 10月28日(金) 9:15～11:30 一般口頭発表 

 B 会場   

物質循環Ⅰ 

 座長 ： 後藤 大輔（極地研） 

B301 稲飯 洋一 (北大院地球環境) 熱帯対流圏界層上端大気起源の経年変動 その原因と成層圏大気質

への影響 

B302 山内 恭 (極地研) 南極オゾンホール解消の兆し? 
B303 関谷 高志 (JAMSTEC) 対流圏オゾンの全球モデリングにおける水平格子解像度の影響 
B304 池上 雅明 (気象庁環境気象) 気象庁 領域大気汚染気象予測モデルへの地上大気汚染観測データ

同化の導入 

B305 柴田 泰邦 (首都大システムデザイン) 下層大気中のCO2濃度と気温鉛直分布のライダー同時観測 
B306 Patra Prabir (JAMSTEC) On the use of aircraft CO2 observations for carbon cycle studies 

B307 眞木 貴史 (気象研) 複数の衛星観測データを用いたCO2データ同化実験 
B308 佐々井 崇博 (東北大院理) 衛星データ利用型モデルによるアジア10kmメッシュの陸域炭素収支解

析 

B309 保科 優 (環境研) 酸素や炭素同位体の測定に基づく大気CO2濃度変動成分の起源推定法の開発 
B310 後藤 大輔 (極地研) スバールバル諸島ニーオルスンにおける大気中CO2濃度および炭素同位体比

の時間変動 

B311 石戸谷 重之 (産総研) 南鳥島における大気中酸素濃度の連続観測 



 大会第3日 10月28日(金) 9:15～11:30 一般口頭発表 

 C 会場   

観測手法 

 座長 ： 酒井 哲（気象研） 

C301 森 昂志 (京大生存研) 小型無人航空機・MUレーダー同時観測実験 
C302 田畑 啓 (京大生存圏) EAR-RASSによる赤道域UTLSの気温変動の連続観測に関する研究 
C303 内野 修 (環境研) GOSAT-2プロダクト検証用ライダーの開発と試験観測 
C304 酒井 哲 (気象研) 局地的大雨予測のための可搬性に優れた次世代型水蒸気ライダーの開発（2） 

C305 泉 敏治 (気象研) ミーライダーデータから算出した混合層高度 
C306 Baron Philippe (NICT) Measurement Performance Assessment of Future Space-Borne Doppler Wind 
 Lidar for Numerical Weather Prediction 

C307 下妻 達也 (長大院工学) XRAINを用いたGPM主衛星二周波降水レーダの降水強度の評価 
C308 佐藤 晋介 (NICT) フェーズドアレイ気象レーダーのデータ品質管理  
 ～地表面クラッタの統計的性質～ 

C309 吉田 翔 (気象工学) フェーズドアレイ気象レーダの逐次的ＺＲ式推定手法の検討 
C310 民田 晴也 (名大宇地研) 降雪粒子の立体形状と等価体積直径 
C311 山本 哲 (気象研) 極細熱電対による気温観測における日射／放射影響の評価 
C312 上條 賢一 (東洋大) 気象変動モニタリングにおけるLFD異常検出のための一方法 



 大会第3日 10月28日(金) 9:15～11:30 一般口頭発表 

 D 会場   

中高緯度大気 

 座長 ： 山田 恭平（国立極地研究所） 

D301 山田 恭平 (極地研) NHMによる南極定期予報計算の導入 
D302 菅野 湧貴 (東北大院・理) 中高緯度直接循環の3次元構造とボーラス速度 
D303 庭野 匡思 (気象研) 極域領域気候モデルNHM-SMAPの初期評価結果 
D304 青木 輝夫 (岡山大院自然) グリーンランド氷床上SIGMA―Aサイトにおける放射収支観測  
 ― 近赤外アルベドと気温の関係 ― 

D305 本田 明治 (新潟大理) 2016年1月下旬の日本各地に記録的寒波をもたらした大気循環場の特徴 
D306 趙 寧 (九大総理工) Response of SST in the Sea of Japan on the Winter Cyclones 
D307 清水 亮介 (同志社大院理工) Lanczosフィルタを用いたPolar Lowの客観的検出 

 

中層大気 

 座長 ： 直江 寛明（気象研） 

D308 木下 武也 (JAMSTEC) 波が作る成層圏の物質輸送の3次元構造について 
D309 平野 創一朗 (東大院理) 北半球昇温時の物質循環の東西非一様性 
D310 小新 大 (東大院理) アンサンブルカルマンフィルターを用いた下部熱圏までのICSOM期間中のデ

ータ同化解析 

D311 岩尾 航希 (熊本高専) 冬季中層大気における西風分布とプラネタリー波 
D312 直江 寛明 (気象研) QBOが成層圏中高緯度循環に与える影響 (QBOi実験) 



 大会第3日 10月28日(金) 13:30～17:00 一般口頭発表 

 A 会場   

熱帯大気・台風 

 座長 ： 山田 広幸（琉球大学） 

A351 坪木 和久 (名大宇地研) 台風の力学的・熱力学的・雲物理学的構造の量的解析のための航空機な

どの飛翔体を用いた観測計画 

A352 森 一正 (高層台) 台風Yancy(T9313)の初期発達過程の解析（続）－啓風丸Ⅰレーダー観測と数値実

験結果を用いて－ 

A353 山田 広幸 (琉球大理) 2010年第7号は「猛烈な」台風だった 
A354 嶋田 宇大 (気象研) 2015 年台風第15 号の壁雲交換後の急発達に関する観測的研究 
A355 山口 宗彦 (気象研) 1ヶ月予測は2016年の不活発な台風活動を予測できていたか？ 
A356 伊藤 耕介 (琉大理) RSMC Tokyoによる台風強度の発表予報の誤差と環境場との関係 
 

 座長 ： 和田 章義（気象研） 

A357 伊藤 耕介 (琉大理) 発達期から成熟期にかけての軸対称的な台風の構造上の特徴 
A358 辻野 智紀 (宇地研) 理想化した熱帯低気圧に伴う長寿命多重壁雲の維持メカニズム 
A359 小嶋 ゆう実 (岡大・教育・理科) 秋が深まった時期のTy1326に伴う日本列島での広域降水の特徴

～季節進行の中での違いの理解に向けて～ 

A360 和田 章義 (気象研) 海洋環境場が台風数値シミュレーションに与える影響 
A361 筆保 弘徳 (横浜国大) 台風発生環境場の統計解析 ～発生時の環境場はどのように影響するの

か？～ 

A362 中野 満寿男 (JAMSTEC) 全球非静力学モデルによる季節内変動と北西太平洋域の台風発生数の

将来変化 

A363 金田 幸恵 (名大ISEE) 21世紀末を想定した擬似温暖化実験による伊勢湾台風の将来最大強度推定

（続報）温暖化による強化プロセス 

A364 柳瀬 亘 (東大大気海洋研) 北大西洋の熱帯・亜熱帯・温帯における低気圧の理想化実験 
A365 伍 培明 (JAMSTEC/DCOP) MJOと日変化対流によるスマトラ島西岸の集中豪雨 
A366 清木 亜矢子 (JAMSTEC) エルニーニョ非発生年における春以降の西風バースト欠如と背景場と

の関係 



 大会第3日 10月28日(金) 13:30～17:00 一般口頭発表 

 B 会場   

物質循環Ⅱ 

 座長 ： 五十嵐 康人（気象研） 

B351 車 裕輝 (名大ISEE研) イソプレンによる新粒子生成抑制：京都市内と東京多摩丘陵での観測の比

較 

B352 鵜野 伊津志 (九大応力研) 粗大硝酸塩の越境輸送の重要性と生成要因 
B353 渡邊 明 (福島大・理工) 大気中放射性物質の減衰特性 
B354 鶴田 治雄 (RESTEC) 大気環境常時測定局で使用済みテープろ紙の分析による福島第一原子力発

電所事故直後における東日本での大気中放射性セシウムの時空間分布(その３)：関東地方での複雑な

輸送過程の解明 

B355 五十嵐 康人 (気象研) 放射性セシウムの大気への再浮遊でバイオエアロゾルが果たす役割 
B356 張 代洲 (熊本県立大環境共生) 九州西岸における偏西風中のバイオエアロゾルの変動 
B357 田中 泰宙 (気象研) 極東の森林・泥炭火災の煙は北日本にどのくらい飛来しているか：エーロゾ

ル再解析による研究 

B358 武 靖 (名大院環境) Regional Characteristics of Recent Dust Occurrence and Its Controlling Factors 
 in East Asia 

B359 鄭 運先 (名大ISEE) Asian dust effect on the cloud and precipitation over Korean Peninsula 
  

 座長 ： 伊藤 彰記（海洋研究開発機構） 

B360 馬場 賢治 (酪農大 環境) CALIPSOを用いた2012年4月のダストストームの時空間変遷について 

B361 河合 慶 (名大院環境) ライダーネットワークが捉えた寒冷前線によるダスト舞い上げの空間構造 

B362 神 慶孝 (環境研) シーロメータCHM15kとライダーによるエアロゾル鉛直プロファイルの比較観

測 

B363 佐藤 陽祐 (理研計算科学) 全球雲解像実験による黒色炭素の北極への輸送 
B364 伊藤 彰記 (JAMSTEC) 南大洋域へ供給される鉱物エアロゾルに関する全球エアロゾル化学輸送

モデル解析 

B365 五藤 大輔 (環境研) モデル水平分解能のエアロゾル濃度への影響 
B366 吉田 真由美 (JAXA/EORC) JAXAひまわりモニタの開発（１）：多波長イメージャによるエアロ

ゾル推定アルゴリズム 

B367 菊池 麻紀 (JAXA/EORC) JAXAひまわりモニタの開発（２）：時空間変動特性を用いたエアロゾ

ル１時間合成アルゴリズム 

B368 弓本 桂也 (気象研) ひまわり8号観測を用いたエアロゾル同化予測システムの開発 
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 C 会場   

気象情報の活用および気象講座・気象教育 

 座長 ： 多々良 秀世（気象予報士会） 

C351 多々良 秀世 (camj) 「クロスロード防災気象情報編」による防災啓発支援－気象予報士等、県内

の団体での活用を支援－ 

C352 荒川 知子 (田園調布学園) アクティブ・ラーニング型気象教育による防災意識の向上(2) 
C353 安達 史典 (愛知県河川課) 災害避難カードを活用した水害に対する地域主体の取組の試行につい

て 

C354 植松 久芳 (予報士会) ～適切な避難行動のありかたについて～ 
C355 若月 泰孝 (茨城大理) 広島豪雨における気象防災情報の伝達と避難行動に関する現地調査 
C356 白石 晶二 (気象予報士会) 気象災害から命を守る(その３) 
C357 龍山 康朗 (アナウンス部) 放送メディアが試みる「防災情報が伝わる工夫」 
C358 岡田 みはる (ウェザーマップ) テレビの天気予報に天気図が登場することの大切さ～防災の観点

から～ 

C359 内山 常雄 (気象予報士会) 健康被害を防ぐための気温情報の提供 
C360 土井 修二 (気象予報士会) 地方在住予報士の気象情報活用法 

 

 座長 ： 與語 基宏（気象予報士会） 

C361 槇野 泰夫 (気象予報士会) 聴覚障がい者への気象防災講座 
C362 大矢 康裕 (WFT、気象予報士会) 山岳防災におけるDIG（災害図上訓練）の活用について 
C363 安福 英俊 (神戸市灘消防署) 消防機関における気象情報の活用事例と気象教育への提言 
C364 小池 佳奈 (エムティーアイ) 「3D雨雲ウォッチ～フェーズドアレイレーダ～」アプリによる実証

実験2年 目 

C365 滋野 哲秀 (龍大) スマートフォンを活用した気象知識の普及について 
C366 吉川 契子 (清水西高校) 高校「地学基礎」気象分野の指導上の工夫 
C367 加藤 内藏進 (岡大・教育・理科) 降水の『質』の多様性や季節サイクルの中での広域気団分布に

も注目した日本の梅雨に関する中学校での授業実践 

C368 関谷 不二夫 (（一社）日本気象予報士会) 子供たちに天気の楽しさを教える 
C369 奥村 政佳 (横浜国大) 気象情報を利活用した気象・防災教育の取り組み～アイコンで構成された

天気予報・注意報警報アプリケーションの開発～ 
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 D 会場   

気候変動が日本・東アジア域の降水現象の変化に及ぼす影響の理解に向けて 

 座長 ： 濱田 篤（東大大気海洋研） 

D351 舘野 愛実 (北大院環境) 中緯度の対流圏上層の渦位擾乱と降水の総観規模変動の関係 
D352 横山 千恵 (東大大気海洋研) GPM KuPR観測による中緯度降水の特徴―熱帯降水との対比から― 

D353 小野 茉莉花 (東大大気海洋研) GPM-DPRデータを用いた降水システム特性と環境場の関係 
D354 濱田 篤 (東大大気海洋研) 日本域の極端降水・極端対流イベントの降水特性・環境場の違い 
D355 大塩 健志 (気象庁気候情報) CMIP5データにおける日本の極端降水の現在気候再現性評価に向け

て 

D356 鬼頭 昭雄 (筑波大生命環境) 温暖化時の年最大日降水量の変化と台風の役割 
D357 佐藤 尚毅 (学芸大) 気候変動が日本・東アジア域の降水現象の変化に及ぼす影響の理解に向けて 
D358 友近 全志 (富山大院理工) 北陸における初冬季の降水量増加傾向と熱帯インド洋の降水活動との

関係 

D359 宮坂 貴文 (東大先端研) 海洋前線帯上の移動性擾乱に伴う上昇流に対する力学・熱力学的寄与 

 

 座長 ： 小坂 優（東大先端研） 

D360 吉田 聡 (JAMSTEC/APL) 北太平洋爆弾低気圧活動長期変動に伴う低気圧発達過程の変化 
D361 西井 和晃 (三重大院生物資源) 季節平均降水量の潜在的予測可能性に対する中緯度海洋の役割 

D362 関澤 偲温 (東大先端研) 海洋大陸における対流活動変動に伴う熱帯から冬季東アジアへの遠隔影

響 

D363 勝部 豪 (千葉大院理) APHRO_JPに見られた沖縄梅雨の数十年規模変動 
D364 松村 伸治 (北大院地球環境) PDOによる太平洋高気圧とオホーツク海高気圧の変動 
D365 小坂 優 (東大先端研) 階段状の地球温暖化のペースメーカーとしての熱帯太平洋変動 
D366 楠 昌司 (気象研) 雨のティッピング年の将来予測にどう信頼度情報を付加するか？ 
D367 尾瀬 智昭 (気象研) 東アジアの温暖化時降水量予測とモデル依存性 
D368 遠藤 洋和 (気象研) 温暖化に伴うアジアモンスーンの変化： SST効果とCO2効果 



大会第1日 10月26日(水) 17:00～18:00  ポスター・セッション 

P101 阿部 康一 (（公財）環境科学技術研究所) 大型再処理施設から試験運転時に排出されたI-129の 
 大気拡散 

P102 中坪 稔 (名大院生農) 永久凍土の熱・水特性の変化が東シベリア・カラマツ林の森林水循環に与

える影響 

P103 橋本 明弘 (気象研) JMA-NHMを用いたアラブ首長国連邦気象再現実験 
P104 早崎 将光 (環境研) 日本におけるPM広域高濃度時の気温逆転層の動態 
P105 佐川 正人 (釧路高専) 知床半島羅臼における強風時の気圧変動位相差 
P106 桶本 勇二 (防衛大地球海洋) ウィンドプロファイラを活用した強風ナウキャスト 
P107 志藤 文武 (気象研) 東京大手町露場周辺における風の微気候とその季節変化 
P108 吉田 信夫 (多治見の気温をはかる会) ２０１５年夏の気温調査からみた多治見の気温分布の特徴 

P109 北島 育美 (阪大院工) 日本の主要都市における降雨に対するヒートアイランド現象の影響の数値

解析 

P110 伊藤 佑 (東北大院理) 平成27年9月関東・東北豪雨の宮城県における発生要因 
P111 藤田 実季子 (JAMSTEC) GPS可降水量を用いたCCスケーリングの再考 
P112 飯泉 仁之直 (農研機構・農環研) 気象外力データセット間の気温・降水極端指標の再現性の差異 

P113 北畠 尚子 (気象大) 1995年11月7－8日に急発達した低気圧のJRA-55再解析における構造 
P114 吉田 龍平 (福島大理工) 高解像度アンサンブル気象データを用いた冷害の発生予測 
P115 松下 拓樹 (土木研) 2014年2月の大雪時の雪崩発生条件に関する一考察(４) 
P116 戸塚 紗織 (株式会社エムティーアイ) 「3D雨雲ウォッチ～フェーズドアレイレーダ～」アプリと

VRを活用した児童向け防災意識向上のためのイベント実験 

P117 加藤 亮平 (防災科研) 局地的大雨に対するナウキャストと数値予測を併合させたブレンディング

手法の適用可能性－2015年7月24日渋谷駅冠水事例－ 

P118 大泉 伝 (JAMSTEC) スーパーコンピュータ「京」を用いた豪雨の広域・高解像度実験 
P119 和田 章義 (気象研) NHM-LETKF大気波浪海洋結合システムにおける海面水温の制御変数化 
P120 菊地 亮太 (東北大流体研) グランドアンサンブル予報を用いたリアルタイムデータ同化 
P121 青梨 和正 (気象研) Neighboring Ensembleに基づく変分同化法を使った2015年台風18号事例への衛

星搭載マイクロ波放射計輝度温度の同化実験 

P122 山口 弘誠 (京大防災研) 豪雨の「種」を捉えるための積雲生成シミュレーション 
P123 栃本 英伍 (東大大気海洋研) 2015年9月1日に対馬の海上で突風を引き起こした小スケール渦の特

徴 

P124 林 修吾 (気象研) 高解像度モデルによる2016年冬季の再現実験 
P125 櫻井 南海子 (防災科研) ドップラーライダーで観測された積乱雲発生前後の下層風変動 
P126 山下 克也 (防災科研・雪氷) 新潟県上越市における降水量の捕捉特性 
P127 馬場 賢治 (酪農大 環境) 冬季石狩平野における筋状雲による降雪がもたらす地上気温と気圧の

変化について 

P128 折笠 成宏 (気象研) エアロゾル濃縮器を利用した氷晶核のモニタリング観測 
P129 工藤 玲 (気象研) CALIPSO-MODIS複合解析によるエアロゾルプロダクトの開発 
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P130 宮崎 理紗 (JAXA/EORC) GCOM-C/SGLI大気プロダクト及びその検証計画の紹介 
P131 渡邊 武志 (東海大TRIC) 東アジア・オセアニア地域における温室効果ガス観測衛星の雲なし観測

の影響 

P132 藤枝 鋼 (気象研) 日本国内における地表面付近の下向き長波長放射量推定法の改良(その２) 
P133 小司 禎教 (気象研) ひまわり8号水蒸気バンド，可降水量と地上比湿を用いた水蒸気鉛直構造の推

定 

P134 広瀬 正史 (名城大) 地表近傍降水鉛直分布に関する入射角依存性の低減 
P135 山地 萌果 (JAXA/EORC) GPM/DPR データを用いたGSMaP 用の雨滴粒径分布データベースの作

成 
P136 酒巻 洋 (三菱電機) ドップラーライダー用動揺補正方式の改良 
P137 中井 専人 (防災科研・雪氷) レーダーと遠隔地光学式ディスドロメーターの観測値即時処理系 

P138 前坂 剛 (防災科研) Kaバンド雲レーダー観測における大気減衰の影響について 
P139 佐々 浩司 (高知大理) SCOPE小型レーダーネットワーク計画 
P140 小林 隆久 (電中研) ＧＰＭ・ＤＰＲによる降雪観測時の2周波レーダー反射因子の差－２－ 
 Mixed phase 

P141 菊池 博史 (阪大院工) X帯気象用二重偏波フェーズドアレイレーダの数値シミュレーションによ

る観測精度の評価 

P142 青木 誠 (NICT) PAWRのドップラー速度測定精度検証－ドップラーライダーで観測された降雨ス

ペクトルとの比較－ 

P143 諸富 和臣 (日本無線) 日本無線製フェーズドアレイ気象レーダの反射強度評価 
P144 早野 真理子 (古野電気) 小型Ｘバンド二重偏波レーダーを用いた雹の検知 
P145 薄井 聖 (石川県立大) 冬季発雷の予測―安定度指数による評価― 
P146 山浦 剛 (理研計算科学) 浅水波方程式を用いた演算精度限界の理論的実証 
P147 村橋 究理基 (北大院理) SCALE-LES を用いた火星大気高解像度計算で得られた大気最下層の循

環構造 

P148 大山 博史 (名大ISEE) 陸別のミリ波分光放射計で観測された1 hPa付近の冬季のオゾン濃度変動に

ついて 

P149 星 一平 (新潟大) 北極海氷域変動に伴う成層圏突然昇温の特徴 
P150 江口 菜穂 (九大応力研) 2011年北半球初冬の中間圏・成層圏のジェットの急変について 
P151 吉田 康平 (気象研) MRI-ESM2によるQBOの力学的特性と気候変動応答 
P152 太田 芳文 (気象研) 多重散乱の効果を含む線形放射モデルの構築と感度解析への応用 
P153 中山 智喜 (名大ISEE) イソプレン起源の二次有機エアロゾルの光学特性:酸化過程による違い 
P154 岡村 凜太郎 (東北大院理) SCALE-LESデータを用いたMODISの雲物理量の推定における雲の不

均質性の影響の解明 

P155 坂西 渓 (海洋大) 放射伝達モデルRstarへの双方向反射関数BRDFの導入と精度の検討 
P156 大竹 秀明 (産総研) 高解像度モデルによる2015年夏季の再現実験結果－日射量予測の検証－ 
P157 佐伯 田鶴 (JAMSTEC) Decadal trends in regional CO2 fluxes estimated from atmospheric inversions 
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P158 出原 雅也 (名大院理学) 実大気における連続観測を目的としたオープンパスレーザー分光メタン

検出器の校正 

P159 山下 陽介 (JAMSTEC) 人工的なトレーサーを用いた対流圏界面付近の物質交換量推定 
P160 市井 和仁 (JAMSTEC) データ駆動型モデルで推定された陸域CO2収支の変動把握 
P161 杉田 考史 (環境研) 西シベリア上空のGOSAT（熱赤外バンド）と航空機観測によるメタンの比較 

P162 秋吉 英治 (環境研) 3つの化学気候モデルによる北半球中高緯度域オゾン層破壊の塩素濃度依存

性 

P163 松枝 秀和 (気象研) CONTRAILで観測された上部対流圏のメタン濃度の分布と変動 
P164 森本 真司 (東北大院理) 南極昭和基地における大気中の酸素・二酸化炭素濃度の変動 
P165 甲斐 憲次 (名大院環境) モンゴル国ダランザドガドにおけるアジアダストの鉛直分布－2016年 
 春季－ 

P166 渡辺 幸一 (富山県立大) 回転翼航空機を利用した富山県における上空大気中の過酸化水素濃度の

測定（Ⅱ） 

P167 入口 武史 (気象研) LGEMによる台風強度予測に向けた開発 
P168 小山 亮 (気象研) 台風の発達と上層アウトフローの強さとの関係の統計調査 
P169 藤原 圭太 (九大院理) インド洋SST改変実験にみられる台風と水蒸気コンベアベルトの相互作用

の変化 

P170 八代 尚 (理研計算科学) 全球雲解像モデルで再現された熱帯域での降水日周期変動の解像度依存

性 

P171 辻 宏樹 (九大院理) 加熱強制の与え方が台風を模した渦の大きさの変化に与える影響 
P172 田盛 智翔也 (琉球大理) 2015年台風第15号の急発達期における壁雲の構造変化 
P173 辻野 智紀 (宇地研) 2010 年台風 13 号 (MEGI) の強度変化に対する波浪の役割 
P174 北 祐樹 (東大院新領域) 再解析データにおける日本周辺の爆弾低気圧の再現性の検証 
P175 山田 恭平 (極地研) 昭和基地における2015年1月の強風現象の解析 
P176 山崎 哲 (JAMSTEC) 2010年夏のヨーロッパ・ロシアブロッキングの予測可能性変動における移動

性擾乱の影響 

P177 高橋 信人 (宮城大) 1880年以降の日本付近における前線帯の南北変動 
P178 安富 奈津子 (京大防災研) 観測データに基づく地上気温気候平均場 
P179 小山 博司 (東大大気海洋研) 日本域の歴史的観測データのデジタル化 
P180 石原 幸司 (気象庁気候情報) 観測所の移転に伴う階級別日数の補正 
P181 高橋 洋 (首都大) 東南・南アジアモンスーンのオンセット前後における土壌水分の降水特性への

影響 

P182 村田 昭彦 (気象研) 雲解像地域気候モデルによる日本の降水量の再現性 
P183 堀 直登 (山形地方気象台) 単層都市キャノピースキームSPUCの積雪モデルの改良 
P184 足立 幸穂 (理研計算科学) 関西地域の夏季降水を対象としたSCALEによる将来変化予測（その２） 

P185 李 捷 (名大院環境) CMIP5気候モデルの降雪再現性の評価 
P186 阿部 学 (JAMSTEC) CMIP5マルチモデルにおける北極海の雲量と雲の放射強制力の再現性 
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P187 仲江川 敏之 (気象研) オーストラリアを対象としたノンパラメトリック法による将来気候アナロ

グ 

P188 井上 知栄 (首都大都市環境) インドにおける降水量の季節進行とその長期変動 
P189 渡邊 英樹 (東大院新領域) 夏季日本の家庭用エネルギー消費と熱帯の気候変動現象の関係 
P190 栁澤 和紀 (阪大院工) 重回帰分析と作物収量モデルを用いた気候変動による兵庫県のコメ収量予

測 

P191 安孫子 悟 (首都大院都市環境) 日本の降雪深と大気循環場の関係とその年々変動 
P192 大泉 三津夫 (気象大) NHRCM の都市キャノピースキームに導入した積雪サブモデルの特性 
P193 一柳 錦平 (熊本大院先端科学) 日本における降水同位体比の年加重平均値の推定 
P194 遠藤 伸彦 (農環研) 日別降水発現に対するマルコフ連鎖モデルのパラメータの推定とその空間分

布の特徴－関東地方東部を事例として－ 

P195 荒井 建伍 (富山大院理工) EOF解析から見た冬季の北陸地域の気象状況の時間変化 
P196 浅野 裕樹 (筑波大院生命環境) 箱根町仙石原で発生する霧の観測研究 
P197 村崎 万代 (気象研) JRA-55CHSを境界条件に用いたNHMによる大気応答その3梅雨期の日本域に

おける対流活動の変化 
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P301 岡田 将誌 (農環研) 気候・水資源制約下での農業適応策としての灌漑面積拡大の有効性 
P302 栁瀬 篤志 (名大院環境) 『Pre-YMC』観測実験においてスマトラ島西岸で観測された降水システ

ムの伝播特性 

P303 佐藤 友徳 (北大院地球環境) メガラヤ丘陵周辺における降水日変化の南北非対称について 
P304 松下 拓樹 (土木研) 長野県乗鞍高原付近で発生した雨氷～2016年1月29日の事例～ 
P305 佐々木 博三 (日大院総合基礎) 宮崎平野における海風の特性 
P306 吉田 敏哉 (京大院理) 実在都市における粗度パラメータと流れ場との関係性に関するLES解析 
P307 高橋 洋 (首都大) 日本近海の海面水温が関東地方の気温に与える影響 -地域スケールの水蒸気温

室効果- 

P308 清野 直子 (気象研) 首都圏における対流性降水環境場の観測と数値実験（２） 
P309 中前 久美 (高知工科大) 高知県における過去の雨量データから解析した豪雨の頻度分布 
P310 下瀬 健一 (防災科研) 変分法を用いた複数台ドップラー解析において観測演算子が下層水平風速

場の解析精度に与える影響 

P311 藤田 実季子 (JAMSTEC) アンサンブル予報データを用いた低頻度事象の統計解析- 
 「平成27年9月関東・東北豪雨（鬼怒川）」を例に- 

P312 細井 杏里 (千葉大CEReS) TRMM/PRで検出したアジア域における極端な降雨イベントの発生場

所について 

P313 松尾 奈緒子 (三重大生物資源) 降水の酸素・水素安定同位体比を利用した紀伊半島における降水

への森林の影響の解明 

P314 岩井 尚晴 (阪大基礎工) ニューラルネットワークを用いた日平均気温の予測 
P315 野村 光春 (電中研) 相当温位を用いた雨雪判別の可能性の検討 
P316 石垣 雄太 (古野電気) Xバンド気象レーダーを用いた都市小河川の水位予測 
P317 三浦 裕司 (いであ) 現象のスケールを考慮した短時間予測雨量の精度向上の取組 
P318 牛山 朋來 (土研ICHARM) 2015年鬼怒川洪水のLETKF解析のメンバー数依存性 
P319 吉岡 大秋 (京大院理) アンサンブルダウンスケール実験による台風発生メカニズムに関する解析

−2016 年ハリケーン PALI の事例− 

P320 中野 満寿男 (JAMSTEC) 正二十面体格子全球非静力学モデルにおける単精度の可用性の検討～

傾圧不安定波 

P321 吉岡 真由美 (名大ISEE) 雲解像モデルCReSSを用いたフェーズドアレイデータ同化実験:  
 2015年6月21日の積乱雲の事例 

P322 山崎 行浩 (九大院理) 発達する温帯低気圧による関東地方での竜巻等突風の発生環境場 
P323 岩井 宏徳 (NICT) 海上竜巻の傾きの時間・高度変化 
P324 吉田 智 (気象研) 庄内平野における冬季雷３次元観測の初期解析 
P325 妻鹿 友昭 (阪大院工) 新しいGSMaP 雨量計補正降水マップ(GSMaP Gauge)の検証 
P326 山田 芳則 (気象研) 石狩平野における大雪発生時の降雪雲や気流の特徴 
P327 原田 正輝 (京大院理) 過冷却水滴に着目した降雪システムの鉛直構造の解析 
P328 橋本 明弘 (気象研) 多次元ビン法微物理モデルを用いたバルク法粒子クラスの検討 



大会第3日 10月28日(金) 11:30～12:30 ポスター・セッション 

P329 西澤 智明 (環境研) ライダーデータを用いたエアロゾルコンポーネント導出パッケージの開発 

P330 小野 遼太 (東海大) エアロゾルの影響に着目した衛星推定日射量の地上検証 
P331 西澤 慶一 (電中研) 静止気象衛星から観測された散乱日射強度に基づく地上日射量の推定法 
P332 豊嶋 紘一 (千葉大CEReS) ひまわり8号Griddedプロダクトの公開と精密幾何補正前後の位置補正

比較 

P333 古澤 文江 (名大宇地研) 衛星観測データを用いた降水プロダクト間の比較 
P334 岩間 夏紀 (長大院工学) 降水強度と質量重み付き平均粒径の解析 
P335 瀬古 弘 (気象研) 航空機からのSSRモードSダウンリンクデータの同化実験（その2) 
P336 永井 智広 (気象研) 局地的豪雨予測のための機動観測用水蒸気ラマンライダーの開発（Ⅱ） 
P337 小川 まり子 (神戸大地域連携) 統計的手法を用いたビデオゾンデの定量性検討に関する研究 
P338 金子 有紀 (JAXA/EORC) 2台のKa帯レーダによる降水粒子および融解層の観測 
P339 吉村 洸太朗 (高知大院理) 高知大MPレーダーによるレーダーネットワーク 
P340 藤原 達朗 (阪大院工) Ku帯二重偏波レーダを用いた偏波観測精度の評価 
P341 佐野 哲也 (NICT) 吹田PAWR観測の降雨減衰の補正への国土交通省XRAIN観測データの利用 
P342 南雲 信宏 (気象研) 二重偏波レーダーで観測された再凍結層の特徴－2016年1月29日の事例－ 

P343 道本 光一郎 (ウェザー・サービス) フェーズドアレイ気象レーダー（PAWR）による降水量推定に

向けた取り組み 

P344 Nguyen Vinh Xuan Tien (北大院環境) Global WRF simulations with the oceanic thermal forcing 

P345 角田 裕磨 (九大院総理工) 厚い雲で覆われた惑星の自転速度が大気大循環に与える影響 
P346 山本 直人 (京大院理) 3次元のスペクトル法を用いた静水圧大気モデルの作成 
P347 幸若 裕也 (福岡大院理) 北半球冬季の熱帯下部成層圏にみられる雲の経年変動 
P348 劉 光宇 (九大院理) 南極域におけるオゾン変動と力学場の関係 
P349 三村 慧 (北大院環境) 二粒径エアロゾル分布条件下での熱帯対流圏界層内巻雲生成 
P350 安井 良輔 (東大院理) 中間圏および下部熱圏の運動量収支 
P351 佐久間 隼司 (新潟大院自然科学) 不均質雲における三次元放射伝達モデルの精度検証 
P352 谷川 朋範 (気象研) 海氷の放射伝達モデルを用いた大気・積雪が海氷の波長別アルベドに与える

影響 

P353 石田 春磨 (気象研) 高解像度大気モデルにおける広帯域赤外フラックスの3次元放射伝達計算 
P354 及川 栄治 (環境研) CloudSat/CALIPSO衛星データを用いた地球の放射収支の見積もり 
P355 今川 翔平 (富山大学院理工) 沖縄・辺戸岬における太陽放射観測から得られた雲の光学的特性 

P356 白石 浩一 (福岡大理) 福岡でライダーにより観測された大気エアロゾルの蛍光特性 
P357 梅澤 拓 (環境研) CONTRAILで観測されたアジア上空のCO2変動とアジアンモンスーンとの関連 
P358 原 圭一郎 (福大・理) 海洋大気境界層内のブラックカーボン濃度水平分布 
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P359 菅原 広史 (防大) 首都圏広域における二酸化炭素排出の測定 
P360 財前 祐二 (気象研) 冬季つくばにおけるサブミクロンエアロゾルの混合状態 
P361 石島 健太郎 (JAMSTEC) Passive tracerを用いたNICAMの大気輸送の検証 
P362 藤田 遼 (東北大院理) ユーラシア大陸上空の対流圏界面領域における大気中CH4濃度とその炭

素・水素同位体比の季節変動の解析 

P363 渡辺 幸一 (富山県立大) 北陸地方におけるPM2.5中の水溶イオン成分の連続測定 
P364 甲斐 憲次 (名大院環境) モンゴル国の乾燥地域におけるアジアダストの水平分布解析 
P365 斎藤 龍生 (東京海上研究所) 確率台風モデルを用いた台風発生数の季節予報精度向上に向けた取

組 

P366 高橋 直也 (東北大院理) Cloud Object解析手法を用いた熱帯域の雲特性と環境場の関係の解明 

P367 松葉 史剛 (京大院理) 2007年1月に発生したボルネオ渦に関する数値実験 
P368 三輪 夏菜 (筑波大院生命環境) ENSOの遷移期における北西太平洋熱帯低気圧の発生数の特徴 
P369 山根 悠介 (常葉大) バングラデシュにおける降水強度の季節変動について 
P370 福島 あずさ (神戸学院大) インド・アッサム州北部における局地的降雨の事例- 
 日降雨量グリッドデータ（IMD4）と地点観測データの比較- 

P371 寺尾 徹 (香川大教育) ８月の西武北太平洋モンスーン抑制とインド亜大陸北東部の洪水 
P372 須長 智洋 (筑波大院生命環境) 自己組織化マップ（SOM）を用いた AO と NAO の違いの解析 
P373 雨貝 裕介 (筑波大院生命環境) 南岸低気圧活動を規定する太平洋の大気海洋結合変動 
P374 瀧川 宏樹 (筑波大院生命環境) 大気海洋陸面結合系から見た夏季西アフリカモンスーン 
P375 安藤 雄太 (三重大院生物資源) 初冬の極夜ジェットの季節進行の停滞とシベリアの寒冷化 
P376 永野 隆士 (東京海上研究所) 気候変動による淀川流域における洪水リスクの確率的評価 
P377 伊藤 昭彦 (環境研) モンスーンアジアにおける陸域生態系への気候変動影響：複数モデルを用い

た解析 

P378 若月 泰孝 (茨城大理) 中部山岳域の積雪の気候変化と昇温 
P379 田上 雅浩 (東大院工) 同位体領域気候モデルを用いた日本域における降水の同位体比の高解像度

再現実験 

P380 西森 基貴 (農研機構・農環研) 経験的統計ダウンスケーリング手法(ESD)による複数気候要素の変

動再現－力学ダウンスケール結果との比較－ 

P381 山崎 稜太 (日本大院総合基礎) 浦河における風速の急変動メカニズム 
P382 水瀬 正雄 (長岡市) 日本における大気圏外の太陽輻射量と気温の日別平滑平年値の関係について 

P383 田中 朱美 (北海道農研センター) 北海道農業の気候変動影響評価に向けた気候予測情報の統計的

ダウンスケーリング 

P384 増田 宇将 (筑波大院生命環境) 北半球における降雪、積雪、融雪の将来変化 
P385 塩竈 秀夫 (環境研) 気候変動の検出と要因分析に関するモデル相互比較計画 (DAMIP/CMIP6) 
P386 牛上 直斗 (筑波大院生命環境) チベット高気圧の季節的な発達における非断熱加熱と背景風の相

互作用 
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P387 野津 雅人 (首都大) 南シナ海北西部沿岸における冬季二重気温逆転層発生についての熱収支解析 

P388 小林 ちあき (気象研) 対流圏子午面循環におけるENSOの影響 
P389 梶川 義幸 (理研計算科学) 東アジアの冬季・夏季モンスーン年々変動を繋ぐ東シナ海の海面水温

の役割 

P390 山田 洋平 (JAMSTEC) 2015年台風シーズンのアンサンブル再現実験 
P391 石原 幸司 (気象庁気候情報) MRI-NHRCM05による不確実性を考慮した日本域の気候変化予測 
P392 野崎 瑛一 (筑波大院生命環境) オホーツク海高気圧の季節進行における海洋・陸面フィードバッ

クの定量化 

P393 木村 浩彰 (日本大院総合基礎) 北陸地方における局地的豪雪の分布パターン 
P394 原 政之 (埼玉県CESS) 東京都市圏における緑地の暑熱環境緩和効果の定量的評価 
P395 栗林 正俊 (長野県環保研) 長野県における長期的な気象観測値の詳細解析 
P396 福井 真 (東北大院理) 従来型観測のみを用いた日本域再解析システムの降水量の再現性 

P397 野坂 真也 (気象研) やまじ風の再現に関する解像度の影響 


